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経営と健康

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

　『
江
戸
の
大
地
震
対
策
』
そ
の
三

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花

　

安
政
江
戸
地
震
は
、
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
十
月
二
日
夜
十
時
頃
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
九
、
震
度
六
と
推
定
。

前
年
十
一
月
四
日
東
海
、
十
一
月
五
日
南

海
と
各
地
で
連
続
発
生
し
、
総
称
安
政
地

震
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
地
震
は
、
発
生
後
三
七
・
八
ヵ
所

で
火
災
発
生
。
し
か
し
十
万
人
余
り
の
焼

死
者
を
出
し
た
大
正
の
関
東
大
震
災
と
違

っ
て
、
焼
死
者
よ
り
建
物
倒
壊
に
よ
る

圧
死
者
が
多
か
っ
た
。
大
名
屋
敷
被
害

一
一
七
藩
、
死
者
一
八
六
〇
人
。
旗
本
・

御
家
人
屋
敷
被
害
一
万
七
四
五
四
件
、
幕

臣
総
数
の
約
八
割
。
死
者
不
明
、
町
方

の
倒
壊
家
屋
一
万
四
三
四
六
軒
。
土
蔵

一
四
〇
二
、
死
者
四
二
九
三
人
、
負
傷
者

三
七
五
九
人
。

　

震
災
復
旧
対
策
は
、
被
害
大
名
に
対
し

幕
府
か
ら
無
利
息
一
〇
年
賦
で
貸
与
。
最

高
額
は
、
屋
敷
消
失
の
内
藤
紀
伊
守
、
屋

敷
倒
壊
の
阿
部
伊
勢
守
の
一
万
両
（
両

者
老
中
）、
最
低
額
は
寺
社
奉
行
安
藤
長

門
守
、
大
坂
城
代
土
屋
采う
ね
め
の
し
ょ
う

女
正
二
千
両
。

旗
本
に
は
無
利
息
一
〇
年
賦
、
御
家
人

に
は
被く

だ
さ
れ
き
ん

下
金
が
禄
高
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
、
総
額
八
万
八
千
両
余
り
。
町
方
に
は

最
下
層
の
窮
民
、
日
雇
者
に
対
し
、
救
小

屋
（
仮
設
住
宅
）
六
ヵ
所
、
安
政
二
年
十

月
五
日
〜
三
年
正
月
末
、
収
容
人
員
不

明
。
十
月
二
八
日
の
五
ヵ
所
、
収
容
人

員
二
六
九
六
人
。
焚た

き
だ
し出
七
日
間
。
延
人

員
二
〇
万
二
四
〇
〇
人
。
救
米
九
日
間

三
八
万
一
二
〇
〇
人
。
民
間
で
は
施せ
ぎ
ょ
う行
と

呼
ば
れ
る
富
商
に
よ
る
一
般
町
民
へ
の
救

済
、
総
額
一
万
五
千
両
余
り
。
上
に
厚
く

下
に
薄
い
、
い
つ
の
時
代
も
同
じ
で
す
。

　

参
勤
交
代
中
の
こ
と
、
藩
の
急
飛
脚
な

ど
で
家
族
の
安
否
が
国
元
へ
報
さ
れ
、
津

軽
藩
弘
前
へ
は
十
日
後
、
九
州
各
藩
へ
は

十
一
、二
日
後
伝
え
ら
れ
た
。

　

民
間
へ
は
、
藩
飛
脚
が
宿
屋
、
街
道
ぞ

い
の
問
屋
を
通
じ
て
。
江
戸
の
商
人
も
早

飛
脚
で
、
京
・
大
坂
へ
は
四
日
後
に
伝
え

ら
れ
た
。
情
報
伝
達
に
定
じ
ょ
う

飛
脚
、
瓦
版
が

活
躍
。
情
報
の
大
切
さ
で
す
。
江
戸
の
職

人
が
災
害
復
興
景
気
で
お
お
い
に
潤
っ
た

と
い
う
。
大
工
さ
ん
な
ど
建
設
関
係
者
、

こ
れ
も
同
じ
で
す
。

藤
田
東
湖
圧
死

　

十
月
二
日
夜
、
来
客
を
玄
関
で
見
送
り

屋
敷
に
戻
ろ
う
と
し
た
と
き
、
グ
ラ
グ
ラ

ッ
と
き
た
。
老
母
を
助
け
て
庭
へ
出
た
が
、

老
母
が
火
鉢
の
火
を
消
す
の
を
忘
れ
た
と

い
っ
て
家
に
入
っ
た
。
介
添
え
し
て
部
屋

へ
。
す
る
と
い
き
な
り
鴨
居
が
落
ち
て
き

た
。
老
母
を
か
ば
っ
て
鴨
居
を
肩
で
さ
さ

え
て
い
た
が
、
更
に
大
き
な
地
震
に
襲
わ

れ
圧
死
。
後
楽
園
の
水
戸
藩
邸
に
て
、
藤
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田
東
湖
五
二
歳
の
生
涯
。
死
を
知
っ
た
橋

本
佐
内
は
「
後
世
藤
田
東
湖
二
人
な
し
」

と
言
っ
て
号
泣
。
地
震
は
幕
末
の
大
き
な

人
物
の
命
を
奪
っ
た
の
で
し
た
。

津
波
と
日
露
交
渉

　

幕
末
の
日
露
和
親
条
約
は
、
安
政
元
年

十
二
月
二
一
日
調
印
さ
れ
た
。
日
本
側
代

表
の
川
路
聖と
し
あ
き
ら
謨
は
、
成
功
の
原
因
は
、「
一

に
公
儀
の
御
威
光
、
二
に
関
係
役
人
の
苦

労
、
三
に
津
波
」
と
書
い
て
い
る
。

　

川
路
が
ロ
シ
ア
代
表
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と

二
回
目
の
交
渉
に
入
っ
た
安
政
元
年
一
月

四
日
午
前
九
時
ご
ろ
、
グ
ラ
ッ
と
き
た
。

大
き
な
ゆ
れ
に
「
地
震
だ
」、
交
渉
を
中

止
し
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
し
、
裏
山
へ

の
ぼ
っ
た
。
た
ち
ま
ち
大
津
波
が
押
し
寄

せ
、
人
家
も
、
つ
な
い
で
あ
っ
た
船
も
押

し
流
さ
れ
、
流
石
の
川
路
も
、「
恐
ろ
し

い
と
も
、
な
ん
と
も
い
い
よ
う
が
な
い
」

と
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
津
波
で
、
ロ
シ
ア
側
が
乗
っ
て
き

た
デ
ィ
ア
ナ
号
が
大
破
。
日
本
側
の
協
力

で
修
理
し
た
が
、
出
航
後
沈
没
し
て
し
ま

っ
た
。
船
が
な
け
れ
ば
帰
国
出
来
な
い
。

　
「
代
り
の
船
を
新
に
造
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
何
卒
ご
協
力
願
い
た
い
」　

「
わ
か
り
ま
し
た
。
喜
ん
で
協
力
し
ま
し

ょ
う
」
と
、
船
大
工
を
動
員
。

　
「
よ
い
か
、
洋
式
船
体
の
造
り
方
を
修

得
せ
よ
」　

船
大
工
も
洋
船
に
興
味
が
あ

り
、
技
術
を
手
に
入
れ
た
。

　

こ
の
造
船
に
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、

　
「
此
の
度
の
ご
親
切
な
扱
い
に
は
感
謝

の
言
葉
も
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
命
あ
る
限

り
日
本
の
た
め
に
悪
い
こ
と
は
絶
対
に
し

な
い
。
樺か
ら
ふ
と太
の
こ
と
は
心
配
さ
れ
る
必
要

は
な
い
」
と
述
べ
た
と
い
う
。

　

造
船
は
美
談
と
し
て
世
に
伝
え
ら
れ
、

伊
豆
の
戸
田
に
あ
る「
造
船
郷
土
資
料
館
」

入
口
に
、
昭
和
四
四
年
友
愛
の
像
が
建
立

さ
れ
、
当
時
は
ソ
連
な
の
で
、「
日
本
と

ソ
連
の
友
好
は
こ
こ
戸
田
の
港
か
ら
始
っ

た
」
と
書
き
出
さ
れ
、
そ
の
年
の
十
二
月
、

日
露
和
親
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア

側
に
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
っ
て
ス
ム
ー
ズ

に
運
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
が
生
き
て
い
て
く
れ
た
ら
北
方
領
土
問

題
も
ス
ム
ー
ズ
に
？

　

和
歌
山
で
ト
ル
コ
の
船
が
、
暴
風
で
沈

没
し
た
時
、
村
人
た
ち
が
乗
組
員
を
救
護
。

ト
ル
コ
は
今
も
こ
の
救
護
に
感
謝
し
て
親

日
の
国
。

　

一
九
二
〇
年
、
中
国
の
船
が
暴
風
の

た
め
、
尖
閣
列
島
内

で
難
破
。
三
一
人
を

救
護
。
中
華
民
国
九

年
五
月
二
十
日
付
で
、

中
華
民
国
駐
長
崎
領

事
馮
冕
氏
よ
り
日
本

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

そ
れ
に
は
「
日
本
帝

国
沖
縄
県
八
重
山
郡

尖
閣
列
島
内
和
洋
島

承　

日
本
帝
国
八
重

山
郡
石
垣
村
雇
玉
代

勢
孫
伴
君
熱
心
救
護

云
々
」
と
あ
り
、
尖

閣
は
日
本
の
領
土
と

中
国
が
認
め
て
い
る

感
謝
状
で
す
。

　

尖
閣
は
中
国
の
島
と
い
わ
な
い
で
、
ト

ル
コ
の
よ
う
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
■


